
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
京
都
平
野
内
の
他
地
域
と
同
一
歩
調
を

と
っ
て
い
る
。
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺
跡
は
、
京
都
平
野
の
前
期
後
葉
か
ら
中
期

中
葉
の
拠
点
集
落
で
あ
っ
た
下
稗
田
遺
跡
の
北
西
約
一
・
五
�
に
位
置

し
、
そ
の
分
村
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
主
と
し
て
長
峡
川
北
岸
の
低
台

地
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
期
後
半
に
は
京
都
平
野
西

部
の
拠
点
集
落
に
成
長
し
、
長
峡
川
の
中
・
上
流
域
を
共
同
体
の
勢
力
下

に
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
共
同
体
の
中
で
、
黒
田
地
区
と
は
別
に

長
峡
川
南
部
に
も
有
力
な
集
団
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
三
島
山
遺
跡
内

の
上
所
田
遺
跡
で
は
後
期
の
墓
地
か
ら
銅
鏡
二
面
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
箕
田
地
区
周
辺
に
比
較
的
大
き
な
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
川
地
区
や
久
保
地
区
に
も
共
同
体
内
の
中
小

集
団
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
そ
の
後
古
墳
時
代

を
通
じ
て
潜
在
力
を
高
め
て
い
き
、
六
世
紀
代
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
は
庄

屋
塚
古
墳
・
橘
塚
古
墳
・
綾
塚
古
墳
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
都
平
野

の
最
も
有
力
な
集
団
の
一
つ
に
成
長
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

京
築
地
域
の
弥
生
文
化

京
築
地
域
で
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら
遺
跡
が
増
加
す
る
が
、
弥
生
時
代

に
入
る
と
水
稲
耕
作
に
適
し
た
地
理
的
な
自
然
環
境
を
舞
台
に
、
急
激
に

開
発
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
口
も
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
京
都
平
野

や
山
国
川
流
域
な
ど
の
広
い
生
産
地
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
は
、
拠
点
と
な

る
大
規
模
集
落
が
営
ま
れ
、
そ
の
周
辺
部
で
も
比
較
的
小
規
模
な
分
村
が

広
範
囲
に
展
開
し
て
い
た
。

こ
こ
で
は
集
落
と
墓
地
の
変
遷
、
更
に
そ
こ
で
使
わ
れ
た
各
種
の
道
具

の
地
域
的
特
徴
を
通
し
て
、
弥
生
時
代
の
京
築
地
域
の
歴
史
を
概
観
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
（
図
２
―
５７
・
表
２
―
７
）。

一

集
落
の
変
遷

前
期
の
集
落

弥
生
時
代
の
も
っ
と
も
古
い
土
器
で
あ
る
板
付
Ⅰ
式
土

器
が
出
土
し
た
京
築
地
域
の
遺
跡
と
し
て
は
、
行
橋
市

長
井
遺
跡
と
行
橋
市
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
と
が
あ
る
。
辻
垣
畠
田
・
長

通
遺
跡
は
祓
川
下
流
の
沖
積
地
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
標
高
約
一
一
㍍
の

低
地
に
立
地
す
る
。
当
遺
跡
は
前
期
の
中
葉
に
な
る
と
東
西
両
側
を
溝
で

囲
ん
だ
東
西
約
三
五
㍍
・
南
北
約
一
八
〇
㍍
の
低
地
性
環
濠
集
落
を
形
成

す
る
。
環
濠
の
内
側
で
は
四
基
の
貯
蔵
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
確
実
な

住
居
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
食
料

等
の
財
産
を
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
環
濠
が
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

苅
田
町

川
遺
跡
は
京
都
平
野
北
部
で
、
高
城
山
か
ら
南
方
に
派
生
す

る
丘
陵
上
の
突
端
部
に
立
地
し
、
標
高
は
二
〇
㍍
前
後
で
あ
る
。
第
Ⅰ
次

調
査
区
で
は
弥
生
時
代
の
前
期
と
後
期
の
集
落
関
係
の
遺
構
が
調
査
さ
れ

て
お
り
、
前
期
で
は
環
濠
集
落
を
形
成
し
て
い
る
（
図
２
―
５８
）。
環
濠

は
東
西
五
七
㍍
・
南
北
四
三
㍍
の
卵
形
の
平
面
形
を
呈
し
、
そ
の
構
造
は
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表２―７ 京築地域の弥生時代の主要遺跡一覧表

備 考

環濠集落、住居跡６軒・貯蔵穴３５基

住居跡１０軒ほか

住居跡９３軒・貯蔵穴１５基ほか

住居跡２１軒・建物跡１３棟ほか

住居跡９０以上・貯蔵穴３８以上ほか

貯蔵穴１０基・埋葬施設２４６基ほか

住居跡２４３軒・埋葬施設２８３基ほか

墓地

環濠集落、貯蔵穴４基

住居跡１９軒・埋葬施設１９基ほか

住居跡２３軒ほか

方形周溝墓、銅鏡

箱式石棺墓・石蓋土壙墓

石蓋土壙墓５基・土壙墓２基

住居跡・貯蔵穴ほか

住居跡・建物跡

住居跡・貯蔵穴・建物跡ほか

住居跡・貯蔵穴・墳丘墓ほか

住居跡１１軒・埋葬施設１２基ほか

住居跡・貯蔵穴・建物跡ほか

石棺墓、銅鏡片

方形周溝墓・埋葬施設１２基

住居跡５軒・貯蔵穴１００基

住居跡１０軒・貯蔵穴約３０基ほか

住居跡１軒ほか

住居跡９軒・石棺墓１９基ほか

住居跡１０軒・貯蔵穴５０基ほか

住居跡９軒・埋葬施設４基ほか

住居跡３軒

住居跡３１軒ほか

住居跡１４軒・貯蔵穴ほか

住居跡３０軒ほか

銅矛

住居跡３６軒・貯蔵穴２００基以上

住居跡５・建物跡１３、ヤリガンナ

埋葬施設５６基、銅戈

住居跡３軒・高床倉庫２棟他

建物跡５棟・貯蔵穴２基他

住居跡６軒・貯蔵穴他

住居跡２６軒・建物跡６棟他

住居跡１５軒・建物跡２８棟他

墓地、方形周溝墓

埋葬施設８８基、銅鏡

環濠集落・墓地・水田跡、銅鏡

時 期

前期中葉～後期

後期～古墳時代初頭

前期末～古墳時代前期

中期～古墳時代初頭

前期末～後期

前期後半～古墳時代初頭

前期

前期

前期末～後期初頭

前期後半～古墳時代初頭

後期

中期～古墳時代

後期～古墳時代初頭

前期～古墳時代初頭

後期

中期～後期

前期後半～古墳時代初頭

前期後半～古墳時代初頭

前期末～中期前半

後期

後期

前期～中期

中期～後期

前期中葉～後葉

前期～中期

前期～中期

中期後半～後期

後期

後期～古墳時代前期

中期

後期～古墳時代中期

中期～後期

中期

後期後半～終末

中期前半

前期末～中期中葉

後期～古墳時代前期

中期

中期

後期

後期

所 在 地

京都郡苅田町川
京都郡苅田町谷

京都郡苅田町法正寺

行橋市入覚

行橋市下崎

行橋市前田・検地

行橋市下稗田

行橋市長井

行橋市辻垣

行橋市竹並

行橋市矢留

京都郡勝山町長川

京都郡勝山町箕田

京都郡勝山町箕田

京都郡勝山町黒田

京都郡勝山町黒田

京都郡勝山町大久保

京都郡豊津町徳永

京都郡豊津町徳永

京都郡豊津町惣社

京都郡豊津町上坂

京都郡豊津町節丸

京都郡豊津町節丸

京都郡犀川町木井馬場

京都郡犀川町木井馬場

京都郡犀川町古川

京都郡犀川町本庄

築上郡築城町安武

築上郡築城町赤幡

築上郡築城町赤幡・広末

築上郡築城町広末

豊前市塔田

豊前市鬼木

豊前市鬼木

豊前市久路土

豊前市河原田

豊前市六郎・小石原

築上郡新吉富村垂水

築上郡新吉富村垂水

築上郡新吉富村宇野

築上郡大平村下唐原

築上郡大平村下唐原

築上郡大平村下唐原

築上郡大平村下唐原

遺 跡 名

 川 遺 跡

谷 遺 跡

木 ノ 坪 遺 跡

入 覚 大 原 遺 跡

下崎ヒガンデ遺跡

前 田 山 遺 跡

下 稗 田 遺 跡

長 井 遺 跡

辻垣畠田・長通遺跡

竹 並 遺 跡

矢 留 遺 跡

小 長 川 遺 跡

上 所 田 遺 跡

亀 田 南 遺 跡

黒田エノヲ遺跡

黒田下原出口遺跡

久保地区遺跡群

徳永川ノ上遺跡

神 手 遺 跡

豊前国府跡惣社地区

平 遺 跡

北 垣 古 墳 群

羽 熊 遺 跡

木井馬場井口遺跡

タ カ デ 遺 跡

古川平原古墳群

大 熊 条 里 遺 跡

安武・深田遺跡

赤幡森ケ坪遺跡

十 双 遺 跡

広末・安永遺跡

塔田琵琶田遺跡

鬼 木 鉾 立 遺 跡

鬼木四反田遺跡

久路土日中遺跡

河原田塔田遺跡

小 石 原 泉 遺 跡

牛 頭 天 王 遺 跡

中 桑 野 遺 跡

十 二 遺 跡

下唐原桑野遺跡

大 塚 本 遺 跡

穴 ヶ 葉 山 遺 跡

唐原地区遺跡群

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

第２編 先史・原始

168



断
面
が
Ｖ
字
形
で
、
幅
が
二
・
五
㍍
前
後
、
深
さ
は
一
・
五
〜
一
・
九
㍍

で
あ
る
。
環
濠
の
内
外
か
ら
は
三
五
基
の
貯
蔵
穴
が
検
出
さ
れ
た
が
、
住

居
跡
は
存
在
し
な
い
。
当
初
、
前
期
の
中
葉
に
貯
蔵
穴
群
に
保
管
し
た
物

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
周
囲
に
環
濠
が
掘
削
さ
れ
た
が
、
後
葉
に
な
る

と
環
濠
の
必
要
性
が
失
わ
れ
、
貯
蔵
穴
も
環
濠
外
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
で
、「
弥
生
時
代
前
期
の
私
有
権
の
変
化
を
物
語
っ
て
い

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
酒
井
仁
夫
『

川
遺
跡
』
苅
田
町
文
化
財
調
査

報
告
書
第
３
集
、
苅
田
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
）。

豊
津
町
神
手
遺
跡
は
祓
川
の
河
岸
段
丘
直
上
に
立
地
し
、
辻
垣
畠
田
・

長
通
遺
跡
の
約
三
�
上
流
に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
も
弥
生
時
代
前
期
後
半

か
ら
中
期
前
半
の
環
濠
集
落
に
伴
う
貯
蔵
穴
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
環

濠
集
落
は
ご
く
一
部
し
か
調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幅
一
・
三
〜
一
・
六

㍍
・
残
存
長
五
〇
㍍
の
環
濠
で
囲
ま
れ
た
内
側
か
ら
貯
蔵
穴
が
一
九
基
検

出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
住
居
跡
は
環
濠
の
内
側
か
ら
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。

行
橋
市
下
稗
田
遺
跡
は
、
京
都
平
野
中
央
部
の
標
高
二
〇
〜

三
〇
㍍
前
後
の
台
地
上
に
位
置
す
る
、
行
橋
市
・
京
都
郡
内
で

最
大
の
弥
生
時
代
集
落
で
あ
る
。
大
型
宅
地
造
成
に
伴
い
稗
田

丘
陵
の
南
北
約
七
〇
〇
㍍
・
東
西
約
五
〇
〇
㍍
・
面
積
約
三
三

万
平
方
㍍
の
範
囲
で
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
で
は
弥
生
時
代
前
期
か
ら
後
期

に
及
ぶ
長
期
間
の
集
落
と
墓
地
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
調
査
さ

れ
た
遺
構
の
数
は
、
弥
生
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
の
集
落
で
住

居
跡
一
七
四
軒
・
貯
蔵
穴
一
八
八
六
基
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外

に
も
鍬
な
ど
の
製
作
途
中
の
木
製
農
耕
具
を
保
管
し
た
施
設
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
前
期
の
集
落
は
中
葉
の
段
階
に
建
設
さ
れ

始
め
、
後
葉
に
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
発
掘
さ
れ
た
遺
構
の
数

は
中
葉
・
後
葉
の
両
時
期
を
合
わ
せ
て
、
住
居
跡
九
六
軒
・
貯

蔵
穴
九
〇
六
基
に
の
ぼ
る
。
最
盛
期
に
は
四
〇
軒
程
度
の
住
居
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が
密
集
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
一
軒
に
平
均
五
人
が
暮
ら
し
て
い
た
と

す
る
と
、
合
計
二
〇
〇
人
程
度
で
ム
ラ
が
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。
集
落
内
で
の
住
居
跡
と
貯
蔵
穴
の
分
布
状
況
を
観
察
す
る
と
、
三
〜

七
軒
の
住
居
跡
と
そ
れ
に
付
随
す
る
五
〇
〜
一
〇
〇
基
の
貯
蔵
穴
と
を
単

位
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
単
位
グ
ル
ー
プ
が
「
世

帯
共
同
体
」
と
し
て
貯
蔵
穴
を
所
有
・
管
理
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
図
２
―
５９
）。
こ
の
前
期
か
ら
中
期
の
集
落
で
出
土
し
た
遺
物
は
膨

大
な
数
に
の
ぼ
り
、
土
器
が
約
一
万
八
〇
〇
〇
点
、
石
器
が
二
二
八
三

点
、
土
製
品
が
二
八
六
点
、
鉄
器
が
一
〇
点
で
、
ほ
か
に
も
骨
角
器
や
貝

製
品
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
貯
蔵
穴
の
中
か
ら
は
食
用
に
供
し
た
約
三
一

万
七
〇
〇
〇
個
も
の
貝
類
の
殻
や
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
イ
ヌ
・
ウ
サ

ギ
・
ネ
ズ
ミ
・
ト
リ
・
ヘ
ビ
・
ス
ッ
ポ
ン
・
カ
エ
ル
な
ど
の
動
物
骨
格
が

発
見
さ
れ
た
。
米
以
外
に
も
海
・
山
・
川
の
豊
か
な
産
物
を
身
近
で
獲
得

で
き
た
か
ら
こ
そ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
集
落
が
存
続
し
た
の
で
あ
る
。
当

遺
跡
内
の
谷
部
で
発
見
さ
れ
た
木
製
農
耕
具
の
保
管
施
設
は
幅
八
㍍
前
後

の
小
川
の
中
に
隣
接
し
て
二
基
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
基
は
長
さ

一
・
八
五
㍍
・
幅
一
・
五
㍍
・
深
さ
〇
・
一
五
㍍
で
周
囲
を
四
四
本
の
矢

板
で
囲
ん
で
い
た
。
そ
の
内
部
か
ら
は
平
鍬
の
未
完
成
品
が
出
土
し
た
ほ

か
、
周
辺
か
ら
は
各
種
の
鍬
や
石
斧
の
柄
・
竪
杵
・
小
型
臼
・
椀
・
案
・

建
築
部
材
な
ど
の
木
製
の
農
耕
具
・
脱
穀
具
・
生
活
用
具
が
多
量
に
発
見

さ
れ
た
。
同
時
に
発
見
さ
れ
た
土
器
か
ら
、
こ
の
施
設
は
当
集
落
で
最
も

古
い
前
期
の
中
葉
の
時
期
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

図２―５９ 下稗田遺跡Ⅰ地点Ⅱ期の遺構分布図
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下
稗
田
遺
跡
の
よ
う
な
拠
点
集
落
と
は
別
に
、
前
期
に
は
比
較
的
短
期

間
の
分
村
的
な
小
集
落
が
平
野
の
各
地
に
営
ま
れ
る
。
犀
川
町
木
井
馬
場

井
口
遺
跡
は
祓
川
中
流
東
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
標
高
は
八
四
〜

八
八
㍍
で
あ
る
。
調
査
で
は
前
期
か
ら
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
一
〇
軒
・
貯

蔵
穴
約
三
六
基
・
甕
棺
墓
一
基
と
、
古
墳
時
代
以
降
の
掘
立
柱
建
物
跡
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
う
ち
住
居
跡
は
中
期
の
も
の

が
七
軒
、
後
期
が
三
軒
あ
り
、
貯
蔵
穴
は
前
期
後
葉
か
ら
作
ら
れ
て
い

る
。
当
遺
跡
周
辺
で
は
犀
川
町
タ
カ
デ
遺
跡
・
豊
津
町
羽
熊
遺
跡
で
も
同

時
期
の
集
落
が
調
査
さ
れ
て
い
て
、
河
川
の
中
流
域
へ
の
集
落
の
拡
大
が

前
期
後
葉
ご
ろ
に
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
遺

跡
の
住
居
跡
は
床
面
の
中
央
に
楕
円
形
の
平
面
形
の
土
壙
を
も
ち
、
そ
の

両
脇
に
ピ
ッ
ト
を
配
置
す
る
い
わ
ゆ
る
松
菊
里
型
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ

プ
の
住
居
跡
は
前
期
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
期
ま
で
残
存
し
た
当

遺
跡
の
例
は
注
目
さ
れ
る
。

豊
津
町
羽
熊
遺
跡
は
祓
川
中
流
西
岸
の
標
高
一
〇
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
上

に
立
地
し
、
周
辺
の
水
田
と
の
標
高
差
は
約
三
〇
㍍
を
は
か
る
。
調
査
で

は
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
の
住
居
跡
五
軒
と
、
前
期
後
葉
か
ら
中
期
前
葉
の

貯
蔵
穴
約
七
四
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
期
か
ら
中
期
の
京
都
平
野
内

の
集
落
で
は
、
貯
蔵
穴
は
通
常
直
径
・
深
さ
と
も
二
㍍
前
後
の
規
模
の
も

の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
当
遺
跡
の
貯
蔵
穴
は
直
径
一
㍍
未
満
の
も
の
が

全
体
の
約
九
二
％
の
六
八
基
に
達
す
る
。
貯
蔵
穴
は
一
般
的
に
米
の
一
時

的
な
保
管
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
遺
跡
の
場
合
「
ド
ン
グ
リ
な

ど
の
堅
果
類
の
ア
ク
抜
き
に
使
用
さ
れ
た
」
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
飛
野
博
文
『
羽
熊
遺
跡
』
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１４４
集
、
福
岡
県

教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
）。

前
期
の
集
落
を
構
成
す
る
施
設
と
し
て
住
居
跡
・
貯
蔵
穴
・
環
濠
な
ど

が
あ
る
。
京
築
地
域
に
お
け
る
前
期
の
住
居
跡
は
、
基
本
的
に
平
面
形
が

円
形
の
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。

京
築
地
域
で
は
前
期
の
前
半
代
に
属
す
る
確
実
な
住
居
跡
は
ま
だ
発
見

さ
れ
て
い
な
い
。
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
や

川
遺
跡
で
は
と
も
に
環
濠

の
内
側
で
食
料
の
貯
蔵
穴
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
住
居
跡
は
見
当
た
ら

な
い
。
こ
れ
は
人
々
の
生
活
の
場
所
と
食
料
の
保
管
場
所
が
明
確
に
区
分

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
食
料
の
生
産
地
で

あ
る
水
田
は
水
の
確
保
が
容
易
な
河
川
の
氾
濫
原
や
沖
積
地
に
設
け
ら

れ
、
住
居
は
水
田
に
隣
接
す
る
場
所
に
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。


川
遺
跡
の
場
合
、
食
料
で
あ
る
米
を
保
管
す
る
貯
蔵
穴
を
住
居
か
ら
離

れ
た
高
燥
地
で
あ
る
丘
陵
上
に
設
置
し
た
た
め
、
他
の
集
団
や
野
生
動
物

か
ら
守
る
目
的
で
断
面
が
Ｖ
字
形
の
深
い
環
濠
が
め
ぐ
ら
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
の
貯
蔵
穴
は
、
河
川
の
氾
濫
に

よ
る
水
害
か
ら
守
る
た
め
の
環
濠
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
湿
潤
な
土
地
に

所
在
す
る
た
め
米
の
長
期
保
存
に
は
適
当
で
は
な
く
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の

堅
果
類
を
貯
蔵
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

前
期
の
後
葉
に
な
る
と
下
稗
田
遺
跡
の
よ
う
な
拠
点
集
落
が
形
成
さ
れ

始
め
、
貯
蔵
穴
は
し
だ
い
に
住
居
が
あ
る
集
落
内
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に

第３章 弥 生 時 代

171



な
る
。
こ
れ
は
水
田
経
営
の
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
大
規
模
な
共
同
作
業

が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
集
団
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
始
め
た
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
水
田
か
ら
離
れ
た
十
分
な
敷
地
を
有
す
る
場
所
に

住
居
が
移
動
し
た
結
果
で
あ
る
。

中
期
の
集
落

前
期
末
か
ら
中
期
前
半
は
京
築
地
域
で
は
遺
跡
の
数
が

最
も
増
加
す
る
時
期
で
あ
る
。
下
稗
田
遺
跡
で
は
引
き

続
き
広
範
囲
に
集
落
が
展
開
し
て
い
て
、
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
か
け
て

住
居
跡
七
五
軒
・
貯
蔵
穴
五
二
五
基
が
営
ま
れ
る
。

築
城
町
広
末
・
安
永
遺
跡
は
城
井
川
と
小
山
田
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
三

二
㍍
前
後
の
台
地
上
に
立
地
し
、
隣
接
す
る
安
永
遺
跡
と
合
わ
せ
る
と
、

中
期
前
葉
か
ら
中
葉
の
住
居
跡
一
四
軒
と
甕
棺
墓
一
基
の
ほ
か
多
数
の
貯

蔵
穴
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
特
に
大
形
の
円
形
住
居
跡
の

存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
１
号
住
居
跡
は
床
面
の
南
北
径
が
九
・
六
㍍
を
は

か
り
、
直
径
一
〇
㍍
前
後
の
同
様
の
規
模
の
住
居
跡
が
ほ
か
に
も
二
軒
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
は
床
面
の
中
央
部
に
炉
が
掘
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
通
常
の
居
住
施
設
と
考
え
ら
れ
、
集
落
の
中
で
核
と

な
る
世
帯
の
住
居
で
あ
ろ
う
。

豊
津
町
豊
前
国
府
跡
惣
社
地
区
は
祓
川
中
流
西
側
の
沖
積
地
の
奥
に
の

び
る
標
高
二
六
㍍
ほ
ど
の
微
高
地
に
立
地
す
る
。
こ
こ
で
も
中
期
前
葉
か

ら
中
葉
の
時
期
の
集
落
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
６０
）。
検
出
さ
れ

た
遺
構
は
住
居
跡
一
六
軒
・
掘
立
柱
建
物
跡
一
棟
・
貯
蔵
穴
二
二
基
と
、

甕
棺
墓
や
土
壙
墓
四
基
で
あ
る
。
こ
の
中
で
掘
立
柱
建
物
跡
（
写
真
２
―

図２―６０ 豊前国府跡惣社地区の集落（SHが住居跡、SBが建物跡、SPが貯蔵穴、SKが埋蔵施設）
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１７
）
は
東
西
の
桁
行
四
間
（
一
二
・
四
㍍
）
以
上
・
梁
間
二
間
（
六
・
〇

㍍
）
の
規
模
を
も
ち
、
柱
穴
は
基
本
的
に
隅
丸
方
形
の
平
面
形
で
一
辺
八

五
�
前
後
を
は
か
る
。
建
物
内
部
で
は
東
端
の
一
間
分
に
間
仕
切
り
が
あ

る
。
こ
の
建
物
は
床
面
積
が
七
〇
平
方
㍍
を
超
え
る
大
型
の
建
物
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柱
痕
跡
が
直
径
一
五
〜
二
〇
�
と
細
い
こ
と
か
ら
、

高
床
倉
庫
や
物
見
櫓
的
な
建
物
で
は
な
く
、
集
落
の
集
会
所
的
な
使
用
目

的
が
考
え
ら
れ
る
。

ご

ず

新
吉
富
村
牛
頭
天
王
遺
跡
は
山
国
川
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
標
高

二
一
㍍
前
後
で
あ
る
。
当
遺
跡
は
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
環
濠

集
落
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
で
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
八
棟
確
認
さ
れ
て
い

る
（
図
２
―
６１
）。
環
濠
は
周
辺
地
形
か
ら
み
て
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
㍍
の

規
模
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
建
物
跡
は
最
大
の
も
の
で
長
さ
九
・

二
㍍
・
幅
五
・
〇
㍍
で
、
柱
穴
は
長
方
形
の
平
面
形
を
な
し
、
長
さ
二
・

〇
㍍
を
は
か
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
跡
が
倉
庫
か
物
見
櫓
か
又

は
そ
れ
以
外
の
目
的
の
建
物
か
不
明
で
あ
る
が
、
京
築
地
域
で
は
弥
生
時

代
の
古
い
時
期
の
建
物
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
当
遺
跡
は
中
期
に
お
い
て
地

域
の
拠
点
的
な
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
平
村
桑
野
遺
跡
は
山
国
川
と
友
枝
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
三
〇
㍍
ほ
ど

の
段
丘
上
に
立
地
し
、
牛
頭
天
王
遺
跡
の
南
方
約
八
〇
〇
㍍
に
位
置
す

る
。
調
査
で
は
中
期
の
住
居
跡
七
軒
・
建
物
跡
一
二
棟
と
貯
蔵
穴
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
建
物
跡
は
大
部
分
が
中
葉
か
ら
後
葉
の
高
床
倉
庫
で
あ

り
、
牛
頭
天
王
遺
跡
の
建
物
群
の
後
に
続
く
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
建
物

第３章 弥 生 時 代
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跡
は
集
落
の
中
で
東
側
に
集
中
し
、
か
つ
建
て
替
え
ら
れ
な
が
ら
も
規
則

的
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
こ
こ
に
収
納
さ
れ
た
も
の
は
共
同

体
の
管
理
下
に
あ
っ
た
も
の
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
四
隅
に

柱
穴
を
伴
う
土
壙
が
二
基
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
高
床
式
建
物

跡
に
保
管
す
る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
も
の
を
入
れ
る
貯
蔵
穴
」
で
あ
り
、

管
理
が
家
族
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
ウ
ツ
ケ

畑
遺
跡
・
三
ツ
溝
遺
跡
・
長
田
遺
跡
・
大
池
添
遺
跡
・
竹
ノ
下
遺
跡
・
桑
野

遺
跡
・
上
の
熊
遺
跡
・
小
松
原
遺
跡
』
一
般
国
道
１０
号
線
豊
前
バ
イ
パ
ス
関

係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
６
集
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七
）。

行
橋
市
下
崎
ヒ
ガ
ン
デ
遺
跡
は
京
都
平
野
西
部
の
山
沿
い
に
立
地
す

る
。
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
跡
で
、
住
居
跡
九
〇
軒

以
上
・
貯
蔵
穴
三
八
基
以
上
・
建
物
跡
三
〇
棟
以
上
と
甕
棺
墓
三
基
が
調

査
さ
れ
て
い
る
。
貯
蔵
穴
は
中
期
後
半
の
時
期
で
、
二
〇
基
以
上
が
一
画

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
に
個
別

に
ま
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
集
落
全
体
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
て
い
る
。

図２―６１ 牛頭天王遺跡全体図
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以
上
の
よ
う
に
、
京
築
地
域
の
中
期
の
集
落
に
は
個
別
の
住
居
跡
や
建

物
跡
に
そ
の
集
落
の
核
と
な
る
も
の
が
出
現
す
る
。
ま
た
、
食
料
の
保
管

施
設
と
し
て
の
貯
蔵
穴
の
管
理
体
制
は
多
様
化
す
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ

る
。
更
に
、
こ
の
時
期
の
集
落
で
は
後
期
に
向
か
っ
て
、
住
居
跡
の
形
態

や
食
料
の
保
管
施
設
な
ど
各
種
施
設
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
が
、
そ
の

個
別
の
現
象
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

後
期
の
集
落

後
期
の
集
落
は
前
葉
の
時
期
で
は
ま
だ
少
な
い
が
、
中

葉
以
降
に
な
る
と
近
年
急
速
に
調
査
例
が
増
加
し
て
き

と
う
ば
る

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
大
平
村
唐
原
地
区
遺
跡
群
は
九
州
内
で
も
特
筆

す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
後
期
の
環
濠
集
落
で
、
環
濠
と
そ
の

内
外
で
住
居
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
小
児
用
の
墓
地
や
水

田
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
発
掘
は
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

平
成
元
年
度
に
国
道
一
〇
号
線
豊
前
バ
イ
パ
ス
建
設
に
先
立
っ
て
、
郷
ヶ

原
遺
跡
と
上
唐
原
遺
跡
の
約
一
万
八
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
面
積
で
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
後
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
平
成
八
年
度
か
ら
十
五
年
度
に
か

け
て
は
、
田
代
遺
跡
・
七
社
遺
跡
・
塚
畑
遺
跡
・
瀬
戸
口
遺
跡
・
太
郎
丸

遺
跡
・
下
屋
敷
遺
跡
・
久
保
畑
遺
跡
・
大
法
寺
遺
跡
・
田
法
寺
遺
跡
な
ど

約
六
万
六
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
面
積
が
調
査
さ
れ
た
（
図
２
―
６２
）。
当
遺

跡
は
山
国
川
西
岸
の
標
高
一
六
㍍
前
後
の
沖
積
地
に
立
地
し
、
主
な
環
濠

は
三
条
確
認
さ
れ
て
い
る
。
内
側
の
Ａ
環
濠
は
幅
約
四
㍍
・
深
さ
一
・
五

㍍
前
後
の
断
面
Ｖ
字
形
の
環
濠
、
東
西
約
五
〇
〇
㍍
・
南
北
約
三
〇
〇
㍍

の
規
模
で
、
内
部
の
面
積
は
一
二
・
四
㌶
に
達
す
る
。
環
濠
は
Ａ
環
濠
の

北
西
側
で
Ｂ
・
Ｃ
の
二
条
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
遺
跡
全
体
の
面
積
は
三

〇
㌶
近
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
落
の
後
期
の
住
居
跡
は
Ａ
環
濠

内
部
で
一
〇
〇
軒
以
上
、
そ
の
外
側
で
も
二
〇
〇
軒
前
後
に
の
ぼ
る
。
集

落
内
で
は
祭
祀
の
場
と
考
え
ら
れ
る
方
形
や
円
形
の
周
溝
も
六
基
確
認
さ

れ
て
い
る
。
集
落
の
北
東
側
は
谷
状
の
低
湿
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
水
田
は
幅
二
〇
〜
三
〇
�
の

畦
に
よ
っ
て
六
㍍
ほ
ど
の
方
形
に
区
画
さ
れ
て
い
て
、
全
体
の
面
積
は
二

〇
〇
〇
平
方
㍍
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
水
田
は
他
に
も
西
側
の
河
岸

段
丘
裾
部
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
三
〜
四
㍍
四
方
の
碁
盤
目
状
に
区
画
さ
れ

た
二
万
平
方
㍍
前
後
に
及
ぶ
広
大
な
面
積
で
営
ま
れ
て
い
た
。
墓
地
は
集

落
内
と
は
別
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小
児
用
の

墓
地
が
集
落
外
の
北
東
か
ら
東
側
に
か
け
て
四
か
所
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
合
わ
せ
て
三
十
数
基
あ
り
、
大
部
分
が
甕
棺
墓
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
一
基
の
石
棺
墓
か
ら
は
ガ
ラ
ス
玉
四
十
数
点
が
出
土
し
て
お
り
、
首
長

層
の
家
系
に
属
す
る
子
ど
も
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
遺

跡
の
出
土
遺
物
で
は
銅
鏡
片
と
山
陰
系
の
器
台
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
当

遺
跡
の
調
査
で
は
い
く
つ
か
特
筆
さ
れ
る
成
果
が
あ
げ
ら
れ
た
。
人
の
一

生
の
活
動
の
主
要
な
舞
台
で
あ
る
集
落
と
水
田
と
墓
地
が
セ
ッ
ト
で
確
認

さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
生
活
し
て
い
た
人
々
の
日
常

的
な
活
動
は
、
一
〜
二
�
の
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
出
土
す
る
土
器
に
瀬
戸
内
沿
岸
や
山
陰

地
方
の
も
の
が
多
数
み
ら
れ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
地
域
で
山
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国
川
を
介
し
た
海
運
が
発
達
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
の
交
流
が
活
発
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
当
遺
跡
の
環
濠
集
落

の
規
模
は
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
遺
跡
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

山
国
川
下
流
域
に
は
当
集
落
を
中
心
と
し
て
こ
の
時
期
に
一
つ
の
ク
ニ
が

存
在
し
た
可
能
性
も
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
ク
ニ
を
成
立
さ
せ
た
集
団
が
、

さ
い
ほ
う

の
う
ま
ん

じ

続
く
古
墳
時
代
初
期
に
な
る
と
西
側
の
河
岸
段
丘
上
に
西
方
や
能
満
寺
の

前
方
後
円
墳
を
築
造
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
唐
原
地
区
遺
跡
群
現
地
説

明
会
資
料
、
大
平
村
教
育
委
員
会
）。

築
城
町
十
双
遺
跡
は
城
井
川
が
下
流
の
平
野
部
に
入
っ
て
、
流
路
を
北

東
か
ら
東
方
に
変
え
る
部
分
の
南
岸
沖
積
地
に
立
地
す
る
。
城
井
川
か
ら

は
約
五
〇
〇
㍍
離
れ
て
い
て
、
標
高
は
三
〇
㍍
程
度
で
あ
る
。
検
出
さ
れ

た
遺
構
は
弥
生
時
代
後
期
中
葉
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
集
落
を

構
成
す
る
住
居
跡
三
一
軒
と
建
物
跡
二
棟
で
あ
る
（
図
２
―
６３
）
。
な
お
、

西
方
に
隣
接
す
る
赤
幡
森
ヶ
坪
遺
跡
で
も
同
時
期
の
住
居
跡
二
軒
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
住
居
跡
の
特
徴
で
あ
る
ベ
ッ
ド
状
遺
構
は
一

軒
を
除
く
三
〇
軒
で
検
出
さ
れ
、
屋
内
土
壙
も
約
八
割
に
相
当
す
る
二
四

軒
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
柱
穴
は
四
本
の
も
の
が
わ
ず
か
三
軒

で
、
二
本
の
も
の
が
二
四
軒
と
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
か
ら

は
在
地
の
土
器
や
吉
備
等
の
東
部
瀬
戸
内
地
方
の
土
器
以
外
に
も
多
く
の

石
器
や
鉄
器
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
石
庖
丁
は
住
居
内
か
ら
一
七
点

と
、
他
の
遺
跡
に
比
べ
る
と
多
く
出
土
し
て
い
る
。
鉄
器
は
鉄
鎌
・
鍬
先

な
ど
の
農
耕
具
、
刀
子
・
	
な
ど
の
工
具
が
あ
り
、
武
器
の
鉄
鏃
は
一
〇

図２―６２ 唐原地区遺跡群主要施設配置図
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軒
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
器
が
出
土
し
た
住
居
か
ら
は
手
入

れ
用
の
砥
石
が
発
見
さ
れ
る
例
も
多
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
遺
物
に
朝
鮮

半
島
か
ら
の
渡
来
品
の
銀
製
品
と
漢
式
土
器
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
や
遺
物
か
ら
、
当
遺
跡
は
城
井
川
下
流

の
沖
積
地
を
生
産
基
盤
と
し
た
水
稲
耕
作
に
専
業
的
に
従
事
し
た
中
規
模

の
集
落
で
あ
り
、
東
部
瀬
戸
内
沿
岸
地
方
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
争
乱
の

時
代
を
生
き
抜
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
渡
来
品
の
存
在
は
、
朝

鮮
半
島
か
ら
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
地
域
の
拠
点

的
な
立
場
に
あ
る
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
（『
塞
ノ

神
遺
跡
・
赤
幡
森
ヶ
坪
遺
跡
・
十
双
遺
跡
』
椎
田
バ
イ
パ
ス
関
係
埋
蔵
文
化

財
調
査
報
告
―

８
―

、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
）。お

ば

せ

苅
田
町
木
ノ
坪
遺
跡
は
京
都
平
野
の
北
西
部
で
、
小
波
瀬
川
の
支
流
に

あ
た
る
弁
入
川
が
形
成
し
た
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
こ
の
沖
積
地

の
南
部
で
東
西
に
の
び
る
標
高
一
七
㍍
か
ら
二
九
㍍
程
度
の
低
い
台
地
の

北
側
斜
面
に
立
地
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
で
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳

時
代
前
期
に
か
け
て
の
住
居
跡
九
三
軒
・
貯
蔵
穴
一
五
基
・
土
壙
二
八
基

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
各
遺
構
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
弥
生
時
代
後
期
の
住
居
跡
は
八
〇
軒
程
度
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
構
造
は
十
双
遺
跡
と
同
様
に
内
部
に
ベ
ッ
ド
状
遺
構
・
炉
跡
・

屋
内
土
壙
な
ど
の
施
設
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
柱
穴
の
数
は
四
本
の
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
石
庖
丁
や
鉄
鏃
と
と
も

て

あ
ぶ
り
が
た

に
、
近
畿
地
方
に
多
い
手
焙
形
土
器
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
木
ノ

坪
遺
跡
も
十
双
遺
跡
と
類
似
し
た
水
稲
耕
作
を
専
業
的
に
行
っ
た
中
規
模

の
集
落
で
、
瀬
戸
内
東
端
の
近
畿
地
方
と
の
交
流
が
う
か
が
え
る
。
し
か

し
、
住
居
跡
の
密
集
度
合
い
や
出
土
土
器
か
ら
み
て
、
そ
の
存
続
時
期
は

や
や
下
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
京
都
平
野
の
周
縁
部
で
、
現
在

で
は
水
田
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
低
地
に
営
ま

れ
た
集
落
と
は
別
に
、
当
時
の
水
田
か
ら
離
れ

た
標
高
の
や
や
高
い
台
地
や
丘
陵
上
な
ど
、
中

期
の
時
期
に
し
ば
し
ば
選
地
さ
れ
て
い
た
場
所

に
再
び
営
ま
れ
る
後
期
の
集
落
も
あ
る
。

下
稗
田
遺
跡
で
は
先
述
し
た
と
お
り
、
標
高

二
〇
㍍
か
ら
三
〇
㍍
の
台
地
上
に
立
地
す
る
集

落
で
、
弥
生
時
代
に
水
田
に
開
発
さ
れ
て
い
た
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と
推
定
さ
れ
る
東
西
の
平
坦
地
に
は
〇
・
五
〜
一
�
の
距
離
が
あ
る
。
集

落
は
こ
の
台
地
上
で
弥
生
時
代
前
期
中
葉
か
ら
中
期
中
葉
ま
で
営
ま
れ
て

い
た
が
い
っ
た
ん
消
滅
し
、
後
期
中
葉
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
再
建
さ
れ

て
い
る
。
調
査
さ
れ
た
住
居
跡
は
合
計
七
七
軒
で
、
集
落
の
規
模
は
中
程

度
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
遺
物
の
中
で
は
初
期
の
住
居
跡
か
ら
鉄
斧
が
四

点
と
比
較
的
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
初
の
時
期
に
は
山
林
と

な
っ
て
い
た
台
地
の
開
発
に
精
力
が
注
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
石
庖
丁
も
三
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
田
経
営
が
生

産
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
器
の
中
で
は
東
部

瀬
戸
内
系
の
ほ
か
に
中
部
九
州
の
免
田
式
土
器
が
注
目
さ
れ
る
。

や

ど
め

行
橋
市
矢
留
遺
跡
は
京
都
平
野
南
部
に
、
南
方
か
ら
の
び
て
き
た
標
高

三
五
〜
四
〇
㍍
の
豊
津
丘
陵
上
に
立
地
す
る
。
当
時
水
田
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
東
部
や
北
部
の
沖
積
地
に
は
直
線
で
約
一
�
の
距
離
が
あ

る
。
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
住
居
跡
は
約
二
〇
軒
調
査
さ
れ
て
い

る
。
石
庖
丁
の
出
土
か
ら
み
て
、
他
の
集
落
と
同
様
に
水
稲
耕
作
を
行
っ

た
集
落
と
考
え
ら
れ
る
が
、
比
較
的
小
規
模
な
分
村
と
み
ら
れ
る
。

京
築
地
域
の

集
落
の
特
徴

こ
こ
ま
で
京
築
地
域
の
集
落
関
係
の
主
要
遺
跡
を
概
観

し
て
き
た
が
、
全
体
を
通
し
た
い
く
つ
か
の
特
徴
を
次

に
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

弥
生
時
代
を
通
じ
た
当
地
域
の
集
落
の
盛
衰
を
概
観
す
る
と
、
前
期
前

葉
は
ご
く
少
な
く
、
中
葉
に
な
る
と
や
や
増
加
し
て
く
る
。
集
落
の
数
が

ピ
ー
ク
に
な
る
の
は
前
期
後
葉
か
ら
中
期
中
葉
に
か
け
て
の
時
期
で
あ

る
。
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
は
減
少
す
る
が
、
後
期
中
葉
に
な
る
と
ま

た
増
加
傾
向
を
示
し
、
後
期
後
葉
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
時
期
は
再
び
活

況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
の
時
期
の
激
減
は

倭
国
大
乱
が
最
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
落
ち
込
み
は

は
な
は
だ
し
く
、
従
来
の
考
古
学
的
手
法
に
よ
る
土
器
編
年
に
錯
誤
が
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

当
地
域
で
は
弥
生
時
代
の
初
期
か
ら
渡
来
人
が
定
着
し
、
稲
作
農
耕
が

営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
の
出
土
土
器
や
貯
蔵
穴

の
存
在
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
前
期
中
葉
ご
ろ
ま
で
は


川
遺
跡
や
神
手
遺
跡
の
よ
う
に
環
濠
集
落
を
形
成
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

環
濠
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
の
は
人
が
住
む
住
居
で
は
な
く
、
食
料
を
保

管
す
る
貯
蔵
穴
で
あ
っ
た
。

住
居
跡
の
平
面
形
は
中
期
後
葉
を
境
に
円
形
か
ら
方
形
に
変
化
す
る

が
、
こ
れ
は
他
の
地
域
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
。
平
面
形
が
楕
円
形
の

住
居
跡
が
一
部
で
み
ら
れ
る
が
、
時
期
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
転
換
期
の
も
の

が
多
い
。
た
だ
し
、
炉
の
両
側
に
小
穴
を
有
す
る
松
菊
里
型
住
居
は
中
期

の
前
葉
ま
で
残
存
す
る
。

食
料
の
保
管
施
設
も
中
期
後
葉
を
画
期
と
し
、
貯
蔵
穴
か
ら
高
床
倉
庫

へ
と
変
化
す
る
。
貯
蔵
穴
は
相
対
的
に
京
築
地
域
北
部
で
は
平
面
形
が
円

形
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
部
で
は
方
形
の
も
の
が
卓
越

す
る
傾
向
が
あ
る
。
直
径
一
㍍
未
満
の
小
形
の
貯
蔵
穴
は
河
川
の
中
流
域

や
山
沿
い
に
多
く
分
布
し
、
米
と
は
別
の
食
料
の
貯
蔵
や
堅
果
類
の
ア
ク
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抜
き
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

当
地
域
に
お
け
る
倉
庫
以
外
の
掘
立
柱
建
物
跡
の
出
現
は
中
期
で
あ
る

が
、
更
に
古
い
時
期
の
も
の
が
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

当
地
域
に
お
け
る
拠
点
集
落
に
は
前
期
後
葉
か
ら
中
期
前
葉
の
時
期
の

下
稗
田
遺
跡
と
後
期
の
唐
原
地
区
遺
跡
群
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
北
部
と
南

部
を
代
表
す
る
遺
跡
で
あ
り
、
ク
ニ
の
存
在
を
も
考
え
さ
せ
る
大
規
模
な

集
落
で
あ
る
。

二

墓
地
の
変
遷

京
築
地
域
の
墓
地
の
存
続
期
間
は
、
集
落
と
対
応
す
る
よ
う
に
前
期
か

ら
中
期
に
か
け
て
は
連
続
す
る
場
合
が
多
い
が
、
い
っ
た
ん
断
絶
し
た
の

ち
後
期
後
半
に
新
た
に
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る
。

前
期
〜
中
期

の

墓

地

京
築
地
域
の
こ
の
時
期
の
墓
地
は
ほ
と
ん
ど
が
集
団
の

共
同
墓
地
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
て
、
特
に
有
力
な
集

団
や
個
人
専
用
の
墓
地
は
ご
く
少
な
い
。

行
橋
市
長
井
遺
跡
は
周
防
灘
に
面
し
た
長
井
海
水
浴
場
北
端
の
海
岸
砂

丘
に
立
地
し
、
縄
文
晩
期
の
夜
臼
式
と
板
付
Ⅰ
式
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
当
地
域
の
弥
生
時
代
初
頭
を
飾
る
遺
跡
で
あ
り
、
五
〇
〇
基
以
上

の
箱
式
石
棺
墓
と
六
基
の
甕
棺
墓
が
存
在
す
る
大
規
模
な
墓
地
で
あ
っ
た

が
、
土
取
り
工
事
に
よ
り
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
。
こ
の
墓
地
を
営
ん
だ

人
々
の
集
落
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
遺
跡
は
京
都
平
野
に
定
着
し

た
最
初
の
渡
来
人
の
活
動
を
語
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

下
稗
田
遺
跡
で
は
集
落
の
内
部
に
小
児
用
の
埋
葬
施
設
が
六
基
作
ら
れ

て
い
る
が
、
大
部
分
の
埋
葬
施
設
は
集
落
の
南
北
と
西
側
に
の
び
る
丘
陵

上
に
設
定
さ
れ
た
集
団
墓
地
に
営
ま
れ
て
い
る
（
写
真
２
―
１８
）。
全
体

の
内
訳
は
石
棺
墓
八
基
・
石
蓋
土
壙
墓
二
二
基
・
土
壙
墓
一
四
五
基
・
甕

棺
墓
一
〇
八
基
で
、
合
計
二
八
三
基
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
三
か
所
の
集
団

墓
地
の
周
囲
に
連
な
る
、
計
二
七
基
の
祭
祀
遺
構
に
は
墓
前
祭
祀
に
使
用

さ
れ
た
土
器
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
地
の
特
徴
は
甕
棺
墓
が

約
三
八
％
と
高
い
割
合
を
占
め
、
そ
の
棺
内
の
全
長
が
す
べ
て
一
二
〇
�

以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
甕
棺
墓
以
外
で
も
小
型
の
棺

が
目
立
ち
、
全
長
一
二
〇
�
以
下
の
埋
葬
施
設
は
墓
地
全
体
で
は
約
五
九

％
に
達
し
て
お
り
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一

つ
の
特
徴
と
し
て
副
葬
品
の
少
な
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
副
葬
品
が
出
土
し

た
埋
葬
施
設
は
全
体
で
五
基
し
か
な
く
、
そ
の
内
容
も
勾
玉
や
管
玉
な
ど

の
玉
類
六
六
点
と
小
型
の
石
剣
一
本
だ
け
で
あ
る
。
玉
類
が
出
土
し
た
埋

葬
施
設
は
集
落
の
北
側
の
墓
地
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
地
に
葬
ら

れ
た
人
々
が
他
に
比
べ
て
や
や
優
越
し
た
立
場
に
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
は
集
落
内
に
大
き
な
身
分
的
格
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
傾
向
は
前
期
か
ら
中
期
の
時
期
で
は
当
地
域
の
他
の
墓
地
で
も
一
般

的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ま
た
、
集
団
墓
地
内
で
は
各
埋
葬
施
設
が

列
を
な
し
て
規
則
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
北
部
九
州
の
同
時

期
の
墓
地
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

行
橋
市
前
田
山
遺
跡
は
前
田
大
池
を
は
さ
ん
で
下
稗
田
遺
跡
の
北
東
側
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